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私たちのお金、何にどれくらい使うの？

ＴＰＰ参加への考えは／空き家、空き地の具体策は
窓口に耳マークの設置を／介護福祉学校の将来像は

４議員が一般質問

角田保育所の閉所案が可否同数

政務調査活動報告

３月定例会
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２

６

山梨県身延町／島根県海士町

14
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第２回定例会は、議員提案による栗山町議会
基本条例の改正ほか、町長提案の一般会計補
正予算、予算審査特別委員会に付託した 23
年度各会計の当初予算など 46 件の議案が提
案され原案どおり可決しました。また、一般
質問では４人の議員が事務の執行状況や将来
への方針などについて、所信を問いました。

Kuriyama Town Assembly

３月１日～ 17 日

平成 23 年度予算

委員構成／予算委員会審査日程

予算の内訳 一般会計
73 億 300 万円
58.3％

国民健康保険
18 億 1677 万円
14.5％

水道
6 億 1450 万円
4.9％

下水道
10 億 6628 万円
8.5％

農業集落排水
1 億 2362 万円
1.0％

介護福祉学校
1 億 3402 万円
1.1％

介護保険
13 億 542 万円
10.4％

後期高齢者医療
1 億 7033 万円
1.4％

予算総額
125 億 3794 万円

３月   4 日（金）資料要求締切
　　 11 日（金）一般会計（総務費～）
　　 14 日（月）一般会計（民生費～）
　　 15 日（火）特別会計
　　 16 日（水）討論・採決

委 員 長

今号の定例会はココ！

12 月 ３月

６月９月

副 委 員 長
八木橋義則
山本修司
小寺　進　蛇谷富士男　重山雅世
楢崎忠彦　置田武司　　桂　一照
伊達佐重　鵜川和彦　　本田　諭
大平逸男

委 員

／
／
／

第２回定例会
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一般施策

Kuriyama Town Assembly

２３年度の予算が決まりました。

主な事業
・「自治基本条例」の制定に向けた町民会議の設置　85 万円
・町内児童生徒を対象とした「ふるさと自然体験教育」の実施　81 万円
・一般廃棄物中間処理施設（炭化処理施設）の効率的な運営　1926 万円
・街路灯・防犯灯のＬＥＤ化の推進　670 万円
・特定不妊治療費助成　30 万円
・子宮頸がん、小児肺炎球菌などの任意予防接種費の全額助成　561 万円
・地域医療体制の構築・連携の促進　8058 万円
・相談専門職員配置による「子ども・子育て心の相談室」の開設　518 万円
・義務教育終了時までの医療費助成　3282 万円　
・中学校の机、椅子の更新　632 万円
・特別支援教育支援員および支援補助員の複数配置　1151 万円
・企業立地意向調査　938 万円
・栗の活用プロジェクトの推進　300 万円

投資的施策
・栗山ダムパークゴルフコースの９ホール増設　4948 万円
・エゾシカ農業被害緊急対策　7485 万円
・湯地地区環境整備事業　1554 万円
・湯地継立線道路改良事業　他１路線の町道整備　9995 万円
・松栄団地３棟２０戸の建て替えと駐車場整備及び集会所新築　3 億 8172 万円
・公共下水道および角田地区農業集落排水の統合　2 億 4219 万円
・総合行政情報システムの更新及び戸籍事務の電算化　8132 万円

町の仕事や、それに必要なお金の使い方を
話し合う予算委員会。
１年間の町政を決める大切なものです。
町長その他の執行機関から提案された予算
の内容は議会が審査しています。

わたしたちのお金、
何にどれくらい
使うの？
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（
楢
崎
委
員
）
防
災
用
食
料
費
お
よ
び
備
品
の
内
訳
は
？

防
災
用
備
蓄
品

（
重
山
委
員
）
１
７
０
０
人
分
の
根
拠
は
？

（
鵜
川
委
員
）
エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加
工
施
設
建
設
お
よ
び
進
入
防

護
柵
設
置
に
関
し
て
入
札
参
加
方
法
は
？

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
が
主
体
で
事
業
を
進
め
ま

す
。
過
去
に
設
置
の
例
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
選
定
す
る
予
定

で
す
が
、
今
後
、
業
者
選
定
委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急
対
策

（
伊
達
委
員
）
年
間
７
０
０
頭
の
シ
カ
を
獲
る
た
め
に
猟
の
範

囲
を
ど
こ
ま
で
想
定
し
て
い
る
の
か
？

１
時
間
程
度
で
行
け
る
範
囲
と
し
て
由
仁
、
長
沼
、
夕
張
、
岩

見
沢
、
美
唄
、
三
笠
あ
た
り
。
昨
年
の
実
績
は
１
５
０
０
頭

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
栗
山
町
だ
け
で
は
22
年
度
で
３
６
０
頭
ほ
ど

で
す
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
、
囲
い
ワ
ナ
を
設
置
し
て
獲
る
こ
と
で

７
０
０
頭
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
楢
崎
委
員
）
事
業
体
と
し
て
ど
の
程
度
獲
る
こ
と
で
採
算
が

あ
う
の
か
？
ま
た
、
販
売
ル
ー
ト
は
そ
の
事
業
体
に
任
せ
、
行

政
と
し
て
は
か
か
わ
ら
な
い
の
か
？

規
模
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
約
５
０
０
頭
が
採
算
ラ
イ
ン
。

販
売
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
協
議
の
中
で
は
自
信
を
持
っ
て
い
る

こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
が
、
行
政
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
点

が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
。

（
大
平
委
員
）
黒
字
経
営
し
て
い
る
施
設
は
無
い
と
聞
い
て
い

る
が
今
後
、
行
政
と
し
て
助
成
な
ど
を
考
え
て
い
る
の
か
？
防

護
柵
の
自
主
施
工
は
可
能
な
の
か
？

販
売
ル
ー
ト
は
道
内
、
国
内
だ
け
で
は
な
い
の
で
当
面
心
配
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
運
営
が
行
き
詰
っ
た
時
点
で
考
え
ま
す
。
防

護
柵
の
自
主
施
工
は
実
際
に
資
材
を
搬
入
し
て
施
工
し
様
子
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
時
に
備
え
、
災
害
物
資
の
備
蓄
や
資
機
材
の
充

実
を
図
る
。

栗
山
町
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
全
町

を
防
護
柵
で
囲
う
。
エ
ゾ
シ
カ
を
捕
獲
し
、
地
域
資
源
と
し

て
有
効
活
用
す
る
た
め
食
肉
加
工
施
設
を
建
設
す
る
。

予
算
委
員
会
で

議
論
さ
れ
た

主
な
内
容

町民の皆さんから寄せられた支援物資を被災地へ搬送
（４月８日）

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

町
の
人
口
１
万
３
５
０
０
人
の
う
ち
12
・
５
％
を
避
難
者
と
し

て
想
定
し
て
い
ま
す
。
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
初
期
の
３
日
間
を

自
ら
用
意
で
き
な
い
状
況
と
し
て
、
３
食
３
日
分
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

備
蓄
の
必
要
数
を
５
年
間
で
購
入
し
、
６
年
目
か
ら
は
順
次
更

新
す
る
。
食
料
費
は
年
間
２
０
０
万
円
、ア
ル
フ
ァ
米
、ク
ラ
ッ

カ
ー
、
飲
料
水
を
１
７
０
０
人
、
３
食
３
日
分
を
購
入
。
備
品

は
年
間
１
０
０
万
円
、
毛
布
、
ボ
ッ
ク
ス
ト
イ
レ
、
懐
中
電
灯
、

ス
コ
ッ
プ
、
ツ
ル
ハ
シ
等
を
購
入
。

ＱＡ
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（
楢
崎
委
員
）
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘
の
販
売
促
進
も
含
め

て
の
環
境
整
備
か
？

平
成
15
年
か
ら
土
捨
て
場
と
い
う
こ
と
で
管
理
し
て
お
り
、

26
万
㎥
の
残
土
が
入
っ
た
状
態
で
あ
り
放
置
す
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘
東
側
に
面
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
周
辺
環
境
含
め
て
、
園
路
、
芝
、
植
栽

等
を
整
備
し
て
、
販
売
促
進
に
も
つ
な
げ
た
い
。

湯
地
地
区
環
境
整
備

（
桂
委
員
）
園
路
、
芝
、
植
栽
な
ど
公
園
を
造
る
の
で
は
な
く

山
な
り
に
最
低
限
の
緑
化
を
し
た
場
合
の
概
算
は
？
ま
た
、
今

年
度
の
残
土
は
ど
こ
に
行
く
の
か
？

５
０
０
万
円
程
度
。
湯
地
及
び
継
立
に
町
有
地
が
若
干
あ
り
、

そ
ち
ら
に
堆
積
す
る
。
24
年
度
以
降
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

（
置
田
委
員
）
各
課
連
携
を
取
り
な
が
ら
積
極
的
に
分
譲
地
を

販
売
す
る
試
み
は
？

こ
れ
以
上
、
利
子
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
町
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
先
頭
に
職
員
も
さ
ら
に
一
層
、
営
業
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

（
重
山
委
員
）
土
捨
て
場
の
整
備
が
平
成
15
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
新
規
事
業
で
は
な
く
総
合
計
画
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
？

当
初
は
覆
土
も
含
め
て
修
繕
と
し
て
対
応
を
考
え
て
い
た
た

め
、
総
合
計
画
に
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
業
の
効
率

化
か
ら
、
緑
地
、
植
栽
を
含
め
て
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
湯
地
地
区
全
体
の
景
観
も
含
め
て
整
備
す
る
こ
と

と
な
り
改
め
て
新
規
事
業
で
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
蛇
谷
委
員
）
景
観
条
例
や
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
町
民

に
と
っ
て
さ
ら
な
る
負
担
に
な
る
の
で
は
？

塩
漬
け
に
な
ら
な
い
よ
う
鋭
意
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

（
鵜
川
委
員
）
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
根
本
的
に
計
画
な

り
、
今
後
の
展
望
な
り
を
議
会
に
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

湯
地
地
区
の
景
観
整
備
に
つ
い
て
は
町
長
の
強
い
思
い
も
あ

り
、
今
後
も
新
た
な
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
の
造
成

の
趣
旨
、
取
り
組
み
の
経
過
、
今
後
の
見
通
し
等
、
将
来
的
な

湯
地
地
区
の
開
発
等
、
長
期
的
な
も
の
も
含
め
て
整
理
し
て
説

明
し
た
い
。

湯
地
地
区
環
境
整

備
事
業
に

６
人
の
議
員
が

質
問

湯
地
地
区
土
捨
場
跡
地
に
植
栽
、
園
路
等
を
整
備
し
、

景
観
づ
く
り
お
よ
び
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

活
用
す
る
。

【
結
果
】
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

【
意
見
】
昨
年
12
月
に
改
訂
し
た
栗
山
町
第
５
次
総
合

計
画
基
本
構
想
の
追
加
及
び
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
変

更
の
提
案
が
さ
れ
た
湯
地
地
区
環
境
整
備
工
事
に
つ
い

て
は
、
土
捨
場
の
環
境
保
全
及
び
災
害
の
面
か
ら
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
実
施
に
あ
た
っ

て
は
過
剰
な
投
資
を
せ
ず
、
必
要
最
低
限
の
工
事
内
容

で
施
工
し
、
慎
重
に
進
め
る
こ
と
。

結
果
・
意
見

エコビレッジ湯地の丘

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ
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角
田
保
育
所
の
閉
所
案

可
否
同
数
に
よ
り

議
長
が
可
決

審査の経過

①
昭
和
51
年
に
建
設
さ
れ
、
35

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
。

②
入
所
児
童
定
員
45
人
に
対
し
、

約
半
数
の
25
人
前
後
の
た
め
ク

ラ
ス
別
保
育
が
で
き
な
い
。

③
年
齢
ご
と
に
児
童
の
活
動
性

の
違
い
が
著
し
く
、
発
達
に
応

じ
た
指
導
に
苦
慮
す
る
な
ど
、

充
実
し
た
保
育
環
境
に
な
い
。

④
今
後
の
入
所
児
童
数
の
推
移

も
横
ば
い
あ
る
い
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。

行
政
側
か
ら
の

提
案
理
由

本
田
議
員　

老
朽
化
と
入
所
児

童
数
の
問
題
も
あ
り
、
将
来
的

に
は
閉
所
の
方
向
に
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
町
側
の
説
明
の
中

で
一
定
の
理
解
を
得
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
閉
所
や
統
合

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
い
る
こ
と
で
す
。
ど
の

よ
う
に
関
係
者
の
方
々
に
理
解

を
し
て
も
ら
う
か
が
一
番
ネ
ッ

ク
に
な
り
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
方
の
願
い
は
も
う

一
度
考
え
直
し
て
１
年
で
も
２

年
で
も
、
延
ば
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

物
品
や
工
事
と
い
う
の
は
結
論

を
す
ぐ
出
し
や
す
い
で
す
が
、

住
民
の
意
見
、
地
域
の
意
見
、

お
母
さ
ん
の
意
見
と
し
て
、
行

政
は
聞
い
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
人
間
に
対
す
る
思
い
や
り
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

重
山
議
員　

保
護
者
や
角
田
地

域
の
方
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
懇
談
会
の
回
数
も
少

な
い
で
す
。
ま
た
、
本
町
の
計

画
に
26
年
４
月
か
ら
角
田
地
域

を
都
市
計
画
の
区
域
に
拡
大
す

る
予
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閉

所
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

税
金
を
取
る
一
方
で
角
田
の
将

来
が
ど
う
な
る
の
か
ビ
ジ
ョ
ン

が
欠
け
て
い
る
の
で
な
い
か
。

　

老
朽
化
の
問
題
は
、
応
急
的

な
修
繕
で
も
５
０
０
万
円
あ
れ

ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
少
な
く
と
も
１
年
や
２
年

の
延
長
に
は
耐
え
得
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

閉
所
し
て
も
、
職
員
は
他
の

部
署
へ
移
る
の
で
あ
れ
ば
、
運

営
費
の
ほ
と
ん
ど
は
職
員
の
人

件
費
で
す
か
ら
、
財
政
効
果
も

生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
入
所
数
の
推
移
の
点

は
不
確
定
要
素
で
す
。
委
員
会

の
最
初
に
示
さ
れ
た
数
字
と
、

１
カ
月
た
っ
た
時
点
で
も
２
人

増
え
て
い
ま
す
。
入
所
者
が
減

少
し
た
理
由
は
少
子
化
の
影
響

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
角

田
保
育
所
閉
所
の
情
報
が
ひ
と

り
歩
き
し
た
こ
と
、
保
育
料
が

高
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

だ
け
少
子
化
の
傾
向
と
子
育
て

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
家
庭
も

多
い
中
で
、
そ
こ
に
税
金
を
使

月　日 内　容

12 月 16 日 行政側より提案
（産業福祉常任委員会に付託）

1 月 18 日 行政側より詳細説明

２月　7 日 質疑

２月 16 日 保護者、地域住民との意見交換
（角田改善センター）

２月 22 日 質疑・現地調査（角田保育所）

3 月　7 日 角田保育所・閉所計画に反対する
陳情の質疑、参考人事情聴取

3 月 16 日 質疑・自由討議・討論・採決

3 月 17 日 本会議報告（質疑・討論・採決）

う
、
行
政
の
責
任
と
し
て
公
的

な
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
問
わ

れ
る
の
で
な
い
か
。

反
対
討
論

（
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
付
託
議
件
）

意
見
交
換
会
（
角
田
改
善
セ
ン

タ
ー
）
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採
決
結
果

小

寺  

進

蛇
谷
富
士
男

重
山
雅
世

楢
崎
忠
彦

山
本
修
司

置
田
武
司

桂　

一

照

八
木
橋
義
則

伊
達
佐
重

鵜
川
和
彦

本

田  

諭

大
平
逸
男

橋
場
利
勝

賛

成

反

対
可決 ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ○ 7 6

【
結
果
】
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
（
平
成
24
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
閉
所
）

【
意
見
】
①
正
確
な
情
報
の
徹

底
②
説
明
期
間
が
不
十
分
③
入

所
児
童
数
の
減
少
④
利
用
者
に

と
っ
て
の
保
育
環
境
の
充
実
が

問
題
点
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
角
田
保
育
所
の
優

位
性
を
栗
山
い
ち
い
保
育
園
及

び
継
立
保
育
所
に
生
か
し
て
い

く
よ
う
努
め
、
交
通
の
確
保
と

し
て
送
迎
バ
ス
の
運
行
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て
保

護
者
の
声
を
的
確
に
反
映
で
き

る
保
育
所
運
営
が
さ
れ
る
よ
う
、

責
任
あ
る
保
育
行
政
の
執
行
を

求
め
る
。

楢
崎
議
員　

施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、
今
ま
で
は
小
さ
な
修
繕

で
済
み
ま
し
た
が
、
大
規
模
な

修
繕
も
差
し
迫
っ
た
課
題
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
入
所

児
童
数
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

　

行
政
側
が
当
初
把
握
し
て
い

た
入
所
児
童
数
以
上
に
減
少
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
何
人
が
最

適
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

少
人
数
で
運
営
し
て
い
く
こ
と

は
、
大
変
無
理
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
。
職
員
体
制
、
延
長

保
育
、
ま
た
土
曜
日
の
保
育
等

含
め
る
と
、
正
職
員
、
臨
時
職

員
合
わ
せ
て
７
名
体
制
の
シ
フ

ト
を
し
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
財
政
的
に
も
大
変

き
つ
い
部
分
も
出
て
き
ま
す
。

　

今
後
大
幅
に
入
所
児
童
数
が

増
え
る
と
い
う
展
開
が
見
込
め

な
い
、
ま
た
次
年
度
５
歳
児
が

10
名
以
上
卒
所
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
タ
イ
ミ

ン
グ
的
に
、
避
け
て
通
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

桂
議
員　

本
来
、
23
年
の
３
月

に
閉
所
予
定
の
も
の
を
１
年
延

ば
し
、
今
回
提
案
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
地
域
あ
る
い
は
保
護

者
に
は
入
所
の
折
、
あ
る
い
は

そ
の
都
度
お
話
を
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度

の
情
報
は
発
信
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
角
田
地
域
は
早
く
か

ら
都
市
計
画
地
域
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
猶
予
さ
れ
て
い

て
、
今
後
予
定
を
し
て
い
る
だ

け
で
す
。

　

建
物
の
老
朽
化
は
、
行
財
政

改
革
の
中
で
耐
震
性
な
ど
に
経

費
を
か
け
る
こ
と
は
総
合
的
に

見
て
ど
う
な
の
か
。

　

少
子
化
は
栗
山
町
は
幼
児
教

育
な
ど
子
供
に
対
し
て
他
町
村

に
比
べ
て
決
し
て
引
け
を
と
っ

て
は
い
ま
せ
ん
。
入
所
者
が
少

な
い
、
あ
る
い
は
財
政
効
果
だ

け
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
は

数
字
の
最
低
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン

は
必
要
で
す
。

置
田
議
員　

公
立
の
保
育
所
が

だ
ん
だ
ん
無
く
な
り
、
最
終
的

に
は
い
ち
い
さ
ん
だ
け
と
い
う

よ
う
な
と
ら
え
方
だ
け
で
果
た

し
て
い
い
の
か
。
角
田
保
育
所

の
入
所
児
童
数
は
少
な
い
が
、

非
常
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
先
生

で
あ
り
、
乳
幼
児
が
行
く
行
か

な
い
は
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
言
葉
が
出
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
保
護
者
が
き
ち
っ

と
し
た
中
で
お
話
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

人
数
が
減
る
け
れ
ど
も
、
保

山
本
議
員　

私
ど
も
は
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
当
委
員

会
で
十
分
議
論
し
た
つ
も
り
で

す
。
大
変
苦
渋
の
選
択
を
し
た

つ
も
り
で
す
。
そ
う
い
う
点
か

ら
、
ど
ち
ら
の
結
論
を
出
し
て

賛
成
討
論

参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取

育
所
を
な
く
し
て
ほ
し
く
な
い
。

い
ち
い
さ
ん
だ
け
で
い
い
の
で

す
か
と
、
強
い
言
葉
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
栗
山

町
に
保
育
所
は
い
ち
い
だ
け
で

い
い
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
、
子
供

は
次
世
代
の
宝
だ
と
い
う
こ
と

を
常
日
ご
ろ
か
ら
言
わ
れ
て
い

る
町
長
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
を

持
ち
な
が
ら
反
対
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

も
非
常
に
こ
れ
は
苦
し
い
も
の

で
す
。
私
ど
も
の
出
し
た
結
論

は
、
未
来
永
劫
正
し
い
も
の
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

結
果
・
意
見



▼
地
域
医
療
存
続
の
た
め
の
医

　

師
確
保
に
関
す
る
意
見
書

一般会計補正予算案を可決

移動図書館車の更新　
１１５０万円

追加した主な事業

職
員
の
時
間
外
手
当
は
当
初
予
算
２
３
１
３
万
円
。
今

回
の
補
正
で
約
47
％
の
追
加
と
な
る
が
、
そ
の
背
景

は
？

主
な
要
因
は
、
庁
舎
の
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、

戸
籍
の
電
算
化
処
理
、
町
史
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
編
集

作
業
、
大
雪
に
よ
る
除
雪
作
業
、
農
業
施
策
の
見
直
し

や
鳥
獣
害
対
策
、
指
定
管
理
者
の
選
定
・
更
新
作
業
な

ど
例
年
に
な
い
業
務
で
増
と
な
っ
た
。

時
間
外
手
当
の
追
加

08

除雪対策費の追加　
７３２３万円

平成３年に購入し、１９年が経過している
ことから国の緊急総合経済対策事業を活用

大雪の影響により、除排雪に関する修繕料、
委託料、借上料の不足分として

Kuriyama Town Assembly

職員の時間外手当の追加
１０７９万円
例年にない業務が重なり、その不足分
を確保するため

関
係
省
庁
へ
提
出

し
ま
し
た
。

特
定
の
課
所
に
業
務
が
偏
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
？

人
員
削
減
等
も
あ
り
時
間
外
が
増
加
し
た
課
も
あ
る
。

一
方
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
、
事
務
の
効
率
化
も
図
っ

て
き
た
。
今
後
も
事
務
の
効
率
化
、
偏
り
が
な
い
よ
う

執
行
し
て
い
き
た
い
。

時
間
外
に
制
限
を
つ
け
る
べ
き
で
は
？

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
た
が
、
課
所
に
よ
っ
て
の
仕
事

量
が
平
均
化
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
感
じ
て

い
る
。
管
理
職
に
は
そ
の
内
容
を
把
握
し
た
上
で
時
間

外
勤
務
命
令
を
行
い
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
報
告
を

義
務
付
け
る
な
ど
、
指
導
し
て
い
き
た
い
。

移
動
図
書
館
車
の
利
用
状
況
は
？

利
用
状
況
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
利
用
す
る
場
所
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
学
校
等
は
多
い
が
、
遠
隔
で
は

人
数
的
に
は
少
な
い
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
方
に
非
常

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
よ
り
、
お
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
利
用
の
増
加
を
図
っ

て
い
く
。

予
　
算

意
見
書

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

　

大
臣
、
総
務
大
臣　

経済対策や大雪による除雪費用に不足が生じたため、
総額 87 億 6655 万円の補正予算案を可決しました。

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の

　

一
部
変
更

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

　

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

　

の
変
更

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

　

組
合
規
約
の
変
更

▼
町
道
の
認
定

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
土
地

　

開
発
公
社
予
算
の
報
告

▼
平
成
23
年
度
財
団
法
人
栗

　

山
町
農
業
振
興
公
社
事
業

　

計
画
の
報
告 そ

の
他

移動図書館車「くりくり号」は毎週金曜日に町内を巡回

移
動
図
書
館
の
更
新

ＱＡＱＡ ＱＡ ＱＡ



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

後
３
年
間
は
特
別
会
計
を
設
け

る
こ
と
と
し
た
が
、
本
年
３
月

末
を
も
っ
て
そ
の
期
間
を
経
過

す
る
こ
と
か
ら
、
老
人
保
健
特

別
会
計
を
廃
止
す
る
。

職
員
の
給
与
は
、
法
律
又
は
条

例
に
よ
り
通
貨
で
直
接
職
員
に

そ
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
給
与
か
ら
の
控
除
に
関

し
そ
の
根
拠
を
明
確
に
す
る
。

職
員
給
与
か
ら
の
控
除

を
明
確
に
す
る

老
人
保
健
特
別
会
計
を

廃
止

議　件　名

採
決
結
果

小

寺  

進

蛇
谷
富
士
男

重
山
雅
世

楢
崎
忠
彦

山
本
修
司

置
田
武
司

桂　

一

照

八
木
橋
義
則

伊
達
佐
重

鵜
川
和
彦

本

田  

諭

大
平
逸
男

橋
場
利
勝

平成 23 年度国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成 23 年度後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

角田保育所を閉所する条例改正案 可 ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ○

角田保育所・閉所計画に反対する陳情 不 × ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ○ × ×

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　※掲載されていない議案についてはすべて全員賛成

栗山町議会は、議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の
提供に努めるため、議案などに対する各議員の態度を公表しています。
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一
般
会
計
予
算
に
計
上
し
、
農

業
教
育
振
興
会
に
交
付
し
て
い

た
基
金
か
ら
生
じ
た
運
用
収
益

を
本
基
金
へ
編
入
す
る
。

農
業
教
育
振
興
基
金
の

運
用
収
益
を
編
入

国
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
・
水
と

土
保
全
対
策
」
１
千
万
円
を
、「
国

営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促

進
事
業
」
に
充
当
し
て
き
た
が
、

利
息
を
含
む
基
金
全
額
を
充
当

し
た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
。

中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水

と
土
保
全
対
策
基
金
条

例
を
廃
止

国
の
緊
急
少
子
化
対
策
と
し
て
、

４
万
円
引
き
上
げ
て
い
た
出
産

育
児
一
時
金
を
、
引
き
続
き

35
万
円
か
ら
39
万
円
に
す
る
。

出
産
育
児
一
時
金
４
万

円
引
き
上
げ
継
続

廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
を
発
見

し
た
と
き
の
土
地
所
有
者
等
に

対
す
る
町
長
へ
の
通
報
努
力
義

務
規
定
を
追
加
す
る
。

廃
棄
物
の
処
理
に
関

し
、
通
報
努
力
義
務
を

追
加

財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
削
減
し
て
い

る
職
員
の
住
居
手
当
、
管
理
職

手
当
及
び
通
勤
手
当
を
１
年
間

延
長
す
る
。

職
員
の
各
手
当
の
削
減

期
間
を
１
年
間
延
長

議
事
の
進
め
方
、
意
見
調
整
な

ど
を
公
平
公
正
に
行
う
た
め
、

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
定
数

を
正
副
議
長
お
よ
び
議
会
運
営

委
員
長
を
除
く
議
員
の
半
数
と

す
る
。（
議
員
提
案
）

議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
定
数
を
１
人
減

議
会
活
動
の
方
向
性
を
明
確
に

し
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
正

副
議
長
の
選
出
を
す
る
。（
議
員

提
案
）

正
副
議
長
志
願
者
の
所

信
表
明
の
場
を
設
け
る

議員提案により議会基本条例を改正

条
　
例

賛否の公表
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栗山町議会では同じ目的を持つ議
員同士で政務調査班を構成し、政務
調査費による調査・研究活動を行っ
ています。高度で専門的な調査研修
をすることにより、提言を行政施策
に反映させます。

　

栗
山
赤
十
字
病
院
の
運
営
と

助
成
は
、
町
民
に
と
っ
て
大
き

な
関
心
ご
と
で
す
。
今
後
、
近

隣
と
の
関
わ
り
も
視
野
に
入
れ

て
の
医
療
を
考
え
る
と
、
一
部

事
務
組
合
で
運
営
す
る
こ
と
も

ひ
と
つ
の
手
法
で
す
。

　

今
回
、
視
察
し
た
飯
富
病
院

は
、
山
梨
県
の
南
部
に
あ
る
身

延
町
と
早
川
町
で
南
ア
ル
プ
ス

と
毛
無
山
山
群
、
富
士
川
と
早

川
と
が
つ
く
る
山
岳
地
帯
に
存

在
し
ま
す
。

　

現
在
の
人
口
は
身
延
町
が
約

１
万
６
千
人
、
早
川
町
が
約

１
５
０
０
人
で
、
高
齢
化
率
は

身
延
町
が
37
・
４
％
、
早
川
町
が

48
％
で
す
。

　

55
年
前
の
病
院
設
立
時
に
は

現
在
の
早
川
町
と
身
延
町
北
部

に
は
少
数
の
診
療
所
の
み
が
存

在
す
る
だ
け
で
、
こ
の
地
域
に

入
院
施
設
を
持
っ
た
病
院
を
設

立
す
る
こ
と
が
官
民
の
一
致
し

た
願
い
で
し
た
。

　

当
初
よ
り
、
広
い
無
医
地
区

の
医
療
の
確
保
の
た
め
に
出
張

診
療
所
が
設
置
さ
れ
、
定
期
的

な
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
と
、

在
宅
へ
の
往
診
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
病
院
外
で

の
医
療
活
動
は
そ
の
後
も
継
続

さ
れ
、
現
在
は
無
医
地
区
の
出

張
診
療
所
は
12
か
所
と
な
り
、

住
民
と
共
に
あ
る
と
い
う
飯
富

山梨県身
み の ぶ

延町早
はやかわ

川町組合立飯富病院

病
院
の
基
本
的
理
念
を
象
徴
す

る
も
の
で
し
た
。

　

診
療
所
の
ほ
か
に
、
老
人
保

健
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な

ど
多
数
の
介
護
保
険
事
業
所
が

併
設
さ
れ
、
医
療
、
福
祉
、
保

健
を
地
域
住
民
、
行
政
、
医
療

福
祉
機
関
と
協
力
し
、
主
導
的

に
包
括
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
し
た
。

　

経
営
状
況
も
町
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
な
く
良
好
で
、
公
立
の

病
院
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
内

容
で
し
た
。
医
師
の
確
保
で
は
、

地
域
医
療
に
根
ざ
し
た
自
治
医

科
大
学
の
出
身
者
を
募
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

経
営
が
良
好
な
理
由
と
し
て
、

医
師
、
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
地
域

に
居
住
し
て
い
る
、
小
さ
な
こ

と
で
も
個
々
の
住
民
に
あ
っ
た

ケ
ア
が
さ
れ
て
い
る
、
ど
ん
な

に
時
間
が
遅
く
て
も
患
者
の
と

こ
ろ
へ
出
向
く
、
利
益
よ
り
も

患
者
の
心
の
ケ
ア
を
優
先
に
考

え
る
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
医
師
、
ス
タ
ッ

フ
の
安
定
を
生
み
、
そ
し
て
患

者
の
安
心
が
地
域
か
ら
離
れ
な

い
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

解説

政務調査活動

【参加者】　重山雅世・桂一照・鵜川和彦・本田諭・大平逸男

よ
う
で
す
。

　

長
田
院
長
の
説
明
に
感
銘
を

受
け
た
事
柄
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。「
中
核
病
院
は
外

来
を
行
い
、
地
域
病
院
に
患
者

患
者
を
紹
介
す
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
広
域
で
検
討
す
る
べ
き

で
あ
る
。」「
地
域
病
院
は
、
大

き
な
総
合
病
院
で
あ
る
必
要
は

な
い
。」

　

各
自
治
体
の
異
な
っ
た
環
境

に
関
係
な
く
地
域
住
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
、
制
度
上
の
問
題

点
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か

が
大
切
で
す
。
わ
が
町
の
医
療

の
公
益
性
を
考
え
、
民
間
の
医

療
機
関
と
も
理
解
を
得
な
が
ら

今
後
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

へき地医療拠点病院としての使命を胸に

対応いただいた、早川町長の辻一幸氏（右）と飯富
病院名誉院長の長田忠孝氏（中）

飯富病院の基本理念

私たち飯富病院の職員は病院開設以来継続した、無為地区への
出張診療と歴史を尊重し、今後も継続、発展させます。

私たち飯富病院の職員は病院を利用する人達、地域の人達と同
じ地平に立ち、同じ目の高さで考え、話します。地域の人達は
良き隣人であり、人生の先輩であり、時に師です。

私たち飯富病院の職員は医療、福祉、保険の職業人です。常に
研鑽し、より良い技能を提供します。

過疎地に生活する人、この地を離れて生活する人達が飯富病院
がこの地にあることを誇りに思うような病院を目指します。

昨年度の主な政務調査活動について報告します。
議員個人の活動報告書は議会図書室で閲覧できます。

政務調査活動報告
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【参加者】　小寺進・蛇谷富士男・楢崎忠彦・置田武司・八木橋義則・伊達佐重

　

海
士
町
は
日
本
海
の
島
根
半

島
沖
合
約
60
ｋ
ｍ
に
浮
か
ぶ

隠
岐
諸
島
の
ひ
と
つ
に
位
置

す
る
１
島
１
町
の
ま
ち
で
す
。

面
積
33
・
５
ｋ
㎡
、
人
口
は
約

２
４
０
０
人
、
高
齢
化
率
39
％
。

　

今
回
、
山
内
道
雄
町
長
に
、

海
士
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

直
接
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

海
士
町
で
は
、
人
口
流
失
と

財
政
破
綻
の
危
機
の
中
、
合
併

を
選
ば
ず
に
島
の
生
き
残
り
を

か
け
た
独
自
の
改
革
手
法
と
新

た
な
人
づ
く
り
に
取
組
ん
だ
。

そ
れ
は
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て

「
守
り
」
を
固
め

る
一
方
、「
攻
め
」

の
方
策
と
し
て
新

た
な
産
業
創
出
を

推
進
す
る
も
の
で

し
た
。

　

山
内
町
長
が
給

料
50
％
カ
ッ
ト
を

表
明
し
、
そ
れ
を

聞
い
た
管
理
職
は

給
料
30
％
カ
ッ
ト

を
申
し
出
。
そ
の

後
、
一
般
職
員
か

ら
も
給
料
20
％
～

10
％
カ
ッ
ト
を
求

め
、「
日
本
一
安
い
給
料
で
、
日

本
一
働
く
自
治
体
」
と
し
て
奇

跡
の
復
活
を
目
指
し
た
こ
と
で
、

職
員
と
町
民
が
一
体
感
を
生
ん

だ
。
各
種
委
員
の
日
当
減
額
の

申
し
入
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
補
助
金
返
上
、
老
人
会
の

バ
ス
代
減
額
返
上
な
ど
な
ど
あ

り
、
町
財
政
は
改
善
に
向
っ
た

そ
う
で
す
。「
人
は
給
料
が
５
％

減
っ
た
く
ら
い
で
は
考
え
方
ま

で
変
わ
ら
な
い
。
で
も
30
％
減

れ
ば
何
か
生
み
出
さ
な
け
れ
ば

と
逆
に
活
力
が
わ
く
ん
で
す
」

と
言
っ
た
職
員
の
士
気
の
高
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
き
残
る
た
め
に
は
、
行
財

政
改
革
で
つ
な
い
で
い
け
ば
済

む
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
島
の
活
性

化
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

行
財
政
改
革
で
捻
出
し
た
４
億

円
を
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
し

て
産
業
振
興
、
移
住
促
進
な
ど

に
活
用
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
「
現
場
第

一
主
義
」
に
徹
し
た
体
制
づ
く

り
。
69
名
の
町
職
員
の
う
ち
内

部
部
局
の
職
員
数
を
減
ら
し
、

そ
の
分
、
産
業
局
の
人
員
を
増

し
、
町
の
玄
関
で
あ
る
港
の
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
に
事
務
所
を
お
き
、

現
場
重
視
を
展
開
。

　

②
「
海
」、「
潮
風
」、「
塩
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
産
業
振

興
策
。
島
の
新
産
業
は
、「
作
る
」

だ
け
で
は
、
本
土
に
地
理
的
要

因
で
負
け
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

「
加
工
」
ま
で
を
目
指
し
た
。
行

政
主
導
で
開
発
し
た
事
例
と
し

て
、「
サ
ザ
エ
カ
レ
ー
」、「
岩
が

き（
春
香
）」、「
Ｃ
Ａ
Ｓ
」が
あ
る
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
と
は
電
磁
波
で
振

動
を
与
え
な
が
ら
凍
ら
せ
る
最

先
端
の
冷
凍
技
術
。
食
品
の
細

胞
を
壊
さ
ず
、
解
凍
し
て
も
鮮

度
や
風
味
が
落
ち
な
い
た
め
東

京
へ
の
出
荷
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
民
間
主
導
で
開
発
し

た
事
例
と
し
て
、
建
設
会
社
の

思
い
で
実
現
し
た
「
隠
岐
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
。
UI
タ
ー
ン
の

若
者
に
よ
る
「
天
然
塩
」
の
製

造
と
販
売
が
あ
る
。

　

③
「
定
住
促
進
と
人
づ
く
り

と
交
流
」
移
住
者
に
月
15
万
円

を
支
給
す
る
研
修
制
度
の
創
設
、

２
Ｌ
Ｄ
家
賃
２
万
円
の
定
住
促

進
住
宅
１
３
０
戸
を
建
設
し
た

結
果
、
２
０
０
４
年
４
月
か
ら

２
０
０
９
年
12
月
ま
で
の
間
に

１
４
４
世
帯
、
人
口
の
１
割
近

い
２
３
４
人
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
が

町
に
定
住
し
、
地
域
活
性
化
へ

と
つ
な
げ
た
。

　
「
若
者
」「
よ
そ
者
」「
バ
カ
者
」

が
島
興
し
の
原
動
力
に
。
異
質

な
も
の
を
取
り
入
れ
、
多
様
性

を
持
つ
こ
と
で
変
化
し
、
成
長

す
る
。
島
が
生
き
て
い
く
た
め

に
は
「
若
者
」「
よ
そ
者
」
の
力

が
欠
か
せ
な
い
。

　

最
後
に
、
町
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
感
動
を
覚
え
た
一
言
で
す
。

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
は
究
極
「
人
づ
く
り
」
に

あ
り
。「
モ
ノ
づ
く
り
」
と
「
人

づ
く
り
」
の
両
輪
に
よ
り
、
初

島根県隠
お き

岐郡海
あ ま

士町
小さな島の挑戦 ～「最後尾から最先端へ」

町
長
室
に
は
、〝
や
じ
ろ
べ
え
〟

の
よ
う
に
、
隠
岐
と
い
う
支
点

で
日
本
列
島
を
支
え
て
い
る
逆

さ
の
地
図
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

（
中
央
が
山
内
町
長
）

め
て
持
続
可
能
な
地
域
と
な
る
。

　

離
島
の
海
士
町
が
日
本
の
新

し
い
道
を
最
先
端
で
切
り
拓
い

て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
日
本

海
の
小
さ
な
離
島
か
ら
日
本
を

変
え
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

気
概
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

回
れ
右
を
す
れ
ば
最
後
尾
が

最
先
端
に
換
わ
る
。
島
は
本
土

と
橋
が
架
か
ら
な
い
限
り
、
常

に
島
で
あ
る
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
。
自
立
に

向
か
っ
て
の
小
さ
な
島
の
挑
戦

に
終
わ
り
は
な
い
。
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町
で
は
条
例
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要
な
契
約

を
、
予
定
価
格
５
千
万
円
以
上
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
下
は
議
決
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
産

業
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、
３
０
０
万
円
以
上
の
工
事

案
件
に
つ
い
て
、
現
場
に
出
向
き
、
調
査
報
告
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
松
栄
団
地
新
築
工
事
、
各
道
路
改
良

工
事
、
泉
徳
苑
ほ
か
６
箇
所
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

付
帯
意
見
と
し
て
、
建
設
事
業
の
発
注
に
あ
た
っ
て

は
、
地
元
業
者
な
ど
へ
の
配
慮
を
求
め
ま
す
。
松
栄
団

地
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
実
態
を
把
握
の
上
、
次
回
の
設
計

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

公
営
住
宅
の
入
居
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　

栗
山
町
の
ご
み
処
理
体
系
の
現
状
及
び
新
炭
化
処

理
施
設
の
計
画
概
要
に
関
す
る
資
料
に
基
づ
き
、
ご

み
の
減
量
化
及
び
現
有
施
設
の
延
命
化
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
、

中
間
処
理
機
に
つ
い
て
２
度
の
現
地
調
査
も
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　

付
帯
意
見
と
し
て
、
炭
化
処
理
に
あ
た
り
、
分
別

徹
底
の
周
知
を
丁
寧
に
実
施
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
各
所
管
と
連
携
し
、
炭
の
持
つ
有
効
性
を
様
々

な
分
野
に
お
い
て
研
究
、
検
討
し
、
活
用
の
幅
を
広

げ
ら
れ
た
い
。

ご
み
の
分
別
徹
底
の
周
知
は
丁
寧
に

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

そ
も
そ
も

委
員
会
っ
て
何
？

SomoSomo

行
政
側
か
ら
提
案
さ
れ
る
課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
課
題
別
に
少
人
数
の
委
員
会
を
つ
く
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。
常
任
委
員
会
と
特
別
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

栗
山
町
議
会
で
は
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
、
産
業
福

祉
常
任
委
員
会
の
２
つ
の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
議
員
は
必
ず
１
つ
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
ま

す
。
行
政
事
務
に
関
す
る
調
査
や
、
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
、
陳
情
な
ど
を
審
査
す
る
た
め
に
設
け
て

い
る
常
設
的
な
委
員
会
で
す
。

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特
定
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
な
ど
を
す
る
た
め

に
、
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
必
要
に
応
じ
設
置
さ
れ
る

委
員
会
で
す
。
予
算
・
決
算
委
員
会
や
中
長
期
財
政
問

題
等
調
査
特
別
委
員
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

総
務
、
政
策
、
市
民
参
加
、
行
財
政
、
税
、
防
災
、
教

育
、
消
防
な
ど
に
関
す
る
事
項
を
調
査
し
、
議
案
・
陳

情
等
を
審
査

農
業
、
商
工
、
観
光
、
建
設
、
上
下
水
道
、
保
健
、
福

祉
環
境
な
ど
に
関
す
る
事
項
を
調
査
し
、
議
案
・
陳
情

等
を
審
査

通
常
、
委
員
会
は
委
員
会
室
で

審
議
し
て
い
ま
す
。



22 年度政務調査費収支報告

13 Kuriyama Town Assembly

議員氏名 交 付 額
支出内訳

合　計 返納額
調査研究費 研修費 資料購入費 広報費 事務費

小 寺  　 進 96,000 74,600 26,960 101,560

蛇谷富士男 96,000 97,397 23,200 120,597

重 山 雅 世 96,000 50,405 11,000 30,500 4,340 16,206 112,451

楢 崎 忠 彦 96,000 97,397 11,000 17,520 125,917

山 本 修 司 96,000 6,120 39,660 77,122 122,902

置 田 武 司 96,000 97,397 17,520 114,917

桂　 一 照 96,000 50,405 17,800 7,920 76,125 19,875

八木橋義則 96,000 97,397 7,920 105,317

伊 達 佐 重 96,000 97,397 97,397

鵜 川 和 彦 96,000 71,620 71,620 24,380

本 田 　 諭 96,000 50,405 30,000 17,520 97,925

大 平 逸 男 96,000 44,425 27,800 37,620 109,845

橋 場 利 勝 96,000 15,120 15,120 80,880

　

調
査
は
、
職
業
体
験
学
習
、
青
少
年
育
成
会
等
の
現
状
、

学
校
評
議
員
制
度
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

付
帯
意
見
と
し
て
、
体
験
活
動
は
、
今
後
も
積
極
的
に

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
機
会
の
充
実
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
が
様
々
な
体
験
や
交
流
を
行
い
な
が
ら
成
長
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

青
少
年
育
成
会
は
、
各
町
内
会
、
自
治
会
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
組
織
と
し
て
活

動
・
機
能
で
き
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年

度
ま
で
に
早
急
に
再
編
の
検
討
を
。

　

ま
た
、
冬
期
間
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー

ナ
の
温
度
設
定
が
、
少
年
団
活
動
等
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
た
め
、
温
度
管
理
の
徹
底
を
願
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
温
度
管

理
徹
底
を

総
務
教
育
常
任
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

調査研究するために必要な経費の一部として報酬とは別に議員１人当たり月額８千
円が交付されています。剰余金がある場合は町に返還します。全ての領収書と収支
報告書を公表しています。解説

政務調査費

【単位：円】
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農
業
政
策

ＴＰＰ参加への町長の考えは
「参加しない」署名活動に賛同

議
　
員　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
は
農
業
だ
け

で
は
な
く
、
金
融
、
保
険
、
看

護
士
、
介
護
士
等
の
労
働
市
場

の
開
放
や
規
制
緩
和
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

米
の
自
給
率
は
１
割
以
下
に

な
り
、「
お
い
し
い
日
本
の
米
を

食
べ
た
い
」
と
い
う
消
費
者
の

願
い
に
反
し
食
の
安
全
安
心
、

安
定
供
給
面
か
ら
も
問
題
で
す
。

　

日
本
経
済
へ
の
影
響
は
、
国

内
総
生
産
で
８
兆
４
千
億
円
減
、

北
海
道
は
農
業
生
産
や
関
連
産

業
等
で
２
兆
１
２
５
４
億
円
、

農
家
戸
数
３
万
３
千
戸
減
、
雇

用
消
失
17
万
３
千
人
で
漁
業
生

産
額
も
５
百
億
円
を
超
え
、
地

域
社
会
の
崩
壊
さ
え
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

本
町
議
会
は
す
で
に
交
渉
参

加
を
求
め
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書
を
提
出
。
農
業
団
体
等
も

安全確保

点
検
等
、
努
力
を
続
け
て
い
る

学
校
給
食
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
は

議
　
員　

岩
見
沢
市
の
食
中
毒

を
教
訓
に
、
こ
の
間
、
教
育
委

員
会
と
し
て
検
証
も
行
っ
た
と

思
う
が
①
具
体
的
な
取
り
組
み

と
保
護
者
に
対
し
て
の
周
知
は

②
炊
飯
委
託
業
者
も
含
め
て
の

実
施
は
さ
れ
た
か
③
教
育
執
行

方
針
に
あ
る
広
域
運
営
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

重山雅世 議員

ＪＡそらち南に掛けられた
「ＴＰＰ参加反対」の垂れ幕

教
育
長　

子
ど
も
の
教
育
に
関

す
る
危
機
は
「
他
人
事
」
と
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
謙
虚
に
わ

が
身
を
省
み
る
」
こ
と
が
重
要

な
基
本
姿
勢
で
す
。

①
教
育
委
員
に
よ
る
点
検
視
察
、

事
務
局
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
休

日
点
検
等
、
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
だ
よ
り
３
月

給食センター職員全員による研修会の様子（４月６日）

３月定例会　一般質問

Ｑ　

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
町
外
通
院
も
対
象
と

し
て
は
？

Ａ　

日
常
的
な
通
院
で
、
必
要

と
す
る
病
院
等
が
本
町
に
は

整
っ
て
お
り
、
子
育
て
支
援
策

は
医
療
費
助
成
に
特
化
す
る
こ

と
な
く
総
合
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
の
範
囲

は
現
状
を
維
持
し
ま
す
。

署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
町
長
の
見
解
と
対
応
策
は
。

町
　
長　

農
水
省
の
試
算
で
は
、

参
加
に
よ
る
国
内
の
農
業
生
産

額
は
４
兆
１
千
億
円
減
少
し
、

食
糧
自
給
率
は
現
在
の
40
％
か

ら
13
％
に
下
が
り
ま
す
。

　

喪
失
額
は
３
兆
７
千
億

円
、
国
内
総
生
産
の
減
少
額
は

８
兆
４
千
億
円
、
就
業
機
会
の

減
少
数
は
３
５
０
万
人
、
農
業

は
壊
滅
的
な
打
撃
と
な
り
ま
す
。

　

栗
山
町
、
空
知
、
北
海
道
へ

の
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
日
本

全
体
が
立
ち
行
く
か
危
惧
さ
れ

ま
す
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な

い
」
署
名
活
動
に
も
賛
同
し
、

約
４
０
０
人
の
著
名
を
集
め
ま

し
た
。

　

空
知
町
村
会
で
も
、
足
並
み

を
そ
ろ
え
地
域
の
実
情
を
訴
え

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
思
い
止
ま
る
よ

う
陳
情
す
る
確
認
を
し
ま
し
た
。

Kuriyama Town Assembly

号
に
給
食
セ
ン
タ
ー
で
あ
え
も

の
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い

る
か
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

②
セ
ン
タ
ー
と
業
者
と
の
連
絡
、

報
告
体
制
に
は
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。
③
昨
年
12
月
に
近
隣

４
町
の
企
画
担
当
レ
ベ
ル
の
会

議
を
設
け
、
そ
の
可
能
性
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
検
討

項
目
は
４
町
の
「
副
町
長
会
議
」

で
調
整
す
る
予
定
で
す
。

こ
う
い
う
質
問
も

し
ま
し
た
。



環
境
保
全

 実効性のある条例を検討
  空き家、空き地の具体策は
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議
　
員　

平
成
20
年
度
の
執
行

方
針
で
は
「
町
民
１
０
０
人
委

員
会
」
の
設
置
に
あ
た
り
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
や
評
価
、

さ
ら
に
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
た
め
、

広
く
町
民
の
参
加
を
得
て
と
、

そ
の
動
機
づ
け
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
制
定
の
理
念

は
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
町

民
本
位
の
町
政
で
あ
り
、
情
報

の
共
有
を
前
提
と
し
て
透
明
性

の
確
保
と
住
民
主
体
の
行
政
を

目
指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

　

条
例
制
定
に
向
け
て
、
新
し

く
設
置
さ
れ
る
町
民
会
議
と
ま

ち
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会
の

今
後
の
位
置
づ
け
は
。

町
　
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

は
、
町
民
主
体
で
進
め
る
も
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
懇
談
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
自
治
区

構
想
や
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人

委
員
会
、
さ
ら
に
は
各
種
委
員

会
へ
の
町
政
参
加
機
会
の
拡
充

と
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

４
月
に
は
、
条
例
制
定
に
向

け
て
の
公
募
委
員
を
中
心
に
町

民
会
議
を
設
置
し
、町
民
、議
会
、

行
政
の
役
割
や
責
務
、
町
民
参

加
の
あ
り
方
、
基
本
方
針
等
を

議
論
し
た
い
。

　

１
０
０
人
委
員
会
の
組
織
自

体
を
自
治
基
本
条
例
の
中
に
は

位
置
づ
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
町

民
会
議
の
委
員
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

住民自治

公
募
委
員
を
中
心
に
町
民
会
議
で

自
治
基
本
条
例
制
定
の
組
織
体
制
は

市街地、郊外を問わず、あらゆる地域で空き家が増えている

楢崎忠彦 議員

議
　
員　

人
口
の
町
外
流
出
や

少
子
高
齢
化
な
ど
、
社
会
状
況

の
変
遷
の
中
で
、
本
町
に
お
い

て
も
空
き
地
、
空
き
家
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

住
民
生
活
の
環
境
保
全
及
び

防
犯
上
か
ら
も
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
に
対
し
て
、
適
正
な
管

理
を
義
務
付
け
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
で
は
。

①
空
き
地
対
策
と
し
て
草
刈
り

を
義
務
付
け
る
条
例
の
制
定
、

②
空
き
家
対
策
と
し
て
管
理
不

全
な
状
態
と
認
め
ら
れ
る
時
は
、

履
行
期
限
を
定
め
て
必
要
な
措

置
を
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

町
　
長
　
平
成
21
年
６
月
の
生

活
安
全
推
進
会
議
で
管
理
放
棄

の
増
加
に
つ
い
て
問
題
提
起
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
安
全
確
保
等
、

火
災
予
防
を
図
る
上
か
ら
も
早

急
に
対
応
す
べ
き
事
業
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
に
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
所
有
者
等
の
適
正

な
維
持
管
理
を
義
務
付
け
る
条

例
の
策
定
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
多
く
の
課
題
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
実
効
性
の

あ
る
条
例
の
策
定
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

一般町民を対象とした地方自治講座が開かれた
（カルチャープラザ「Ｅｋｉ」2011.2）

Kuriyama Town Assembly

議員が町民に代わって、町長や教育委員会などの執行機関に対して、町の仕事の
執行状況や将来の方針、計画あるいは疑問点など幅広い視点から質問することを
いいます。栗山町議会では、一般質問は一問一答方式を採用しています。

一般質問

解説
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障
害
福
祉

窓口に耳マークの設置を
各方面からご意見を聞き判断

議
　
員　

本
町
の
公
共
施
設
等

の
窓
口
に
耳
の
不
自
由
な
方
が

来
ら
れ
た
時
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　

目
の
不
自
由
な
方
の
「
白
い

杖
」
や
「
車
イ
ス
」
マ
ー
ク
等

と
同
様
に
、
耳
を
図
案
化
し
た

の
が
耳
マ
ー
ク
で
す
。
耳
に
音

が
集
中
し
て
く
る
こ
と
を
デ
ザ

イ
ン
化
し
た
も
の
で
、
耳
の
不

自
由
な
人
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　

お
年
寄
り
な
ど
に
気
軽
に
公

共
施
設
等
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
耳
マ
ー
ク
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
町
民
か
ら
は
障
害

者
へ
の
や
さ
し
い
行
政
サ
ー
ビ

八木橋義則 議員

ス
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
の
で
は

と
考
え
ま
す
。

町
　
長
　 
こ
の
マ
ー
ク
は
、
自

治
体
な
ど
の
窓
口
に
掲
示
し
、

耳
の
不
自
由
な
方
か
ら
申
し
出

が
あ
れ
ば
必
要
な
援
助
を
行
う

と
い
う
意
思
表
示
を
示
す
の
に

用
い
ま
す
。

　

本
町
の
公
共
施
設
の
窓
口
で

は
助
聴
器
の
活
用
や
筆
談
に
よ

り
対
応
し
て
い
ま
す
。
公
共
施

設
の
窓
口
へ
の
耳
マ
ー
ク
設
置

に
つ
い
て
は
各
方
面
か
ら
ご
意

見
を
聞
き
判
断
し
た
い
。

自治体、病院、銀行などで普及が進んでいる

環境対策

24
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
に
補
助

積
極
的
な
環
境
政
策
の
取
り
組
み
を

議
　
員　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
抑
え

る
た
め
に
、
化
石
燃
料
を
使
わ

な
い
方
向
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

風
力
や
太
陽
、
波
力
、
海
洋
温

度
差
な
ど
を
使
っ
て
持
続
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
シ

ス
テ
ム
を
本
気
に
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

コ
ス
ト
削
減
が
環
境
問
題
の
対

策
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
設
置

補
助
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

②
本
庁
舎
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
環
境
政
策
を
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま

す
。

町
　
長　

我
が
国
に
お
い
て
も

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

２
０
２
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
中
期
目
標
を
25
％
に
掲

げ
、
様
々
な
対
策
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
環

境
問
題
に
対
す
る
町
民
意
識
が

環境問題とエネルギー問題対策の両面から太
陽エネルギーの有効利用は必要不可欠

高
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
施
策
で
は
、
平
成
21
年

に
レ
ジ
袋
削
減
を
目
指
し
て
町

内
小
売
店
58
店
舗
と
協
定
を
結

び
、
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
埋
立
ゴ
ミ
を

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
炭
化
処

理
を
推
進
し
、
再
資
源
化
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
、
防
犯
灯
の

設
置
補
助
率
の
見
直
し
は
、
設

置
費
及
び
修
理
費
の
補
助
率
を

５
割
か
ら
６
割
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
も
、
平

成
24
年
か
ら
導
入
を
総
合
計
画

に
明
記
し
て
い
ま
す
。

３月定例会　一般質問

Ｑ　

「
子
ど
も
・
子
育
て
心
の

相
談
室
」
の
人
的
体
制
は
？

Ａ　

住
民
福
祉
課
内
に
置
き
、

専
門
職
員
を
中
心
と
し
た
複
数

で
の
体
制
を
考
え
て
い
ま
す
。

Kuriyama Town Assembly

こ
う
い
う
質
問
も

し
ま
し
た
。



学
校
教
育

 公立校として存続運営していく
  介護福祉学校の将来像は

17

議
　
員　
「
福
祉
の
栗
山
」
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
の
経
営
も
、
少
子
高
齢

化
に
伴
い
厳
し
さ
が
増
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
町
立
で
あ
る
が
そ
の

経
営
形
態
に
お
け
る
、
短
期
・

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
所
見
は
。

教
育
長
　
①
平
成
14
年
に
設
置

し
た
「
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

の
経
営
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

で
今
年
度
中
に
今
後
の
学
校
運

営
や
定
員
確
保
対
策
な
ど
を
検

討
、
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

鵜川和彦 議員

介護学校体験入学の様子

地方制度

緊
張
関
係
を
保
ち
議
論
を
尽
く
す

二
元
代
表
制
に
対
す
る
町
長
の
考
え

緊張関係を保ち、民意の支持を競い合うことが重要

議
　
員　

地
方
公
共
団
体
は
、

一
律
に
二
元
代
表
制
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
長
・
議
会
の
間
に

相
互
に
均
衡
抑
制
の
と
れ
た
関

係
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
課
題
も
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
は
こ
の
制
度
に
ど

の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か
。

町
　
長
　
執
行
機
関
で
あ
る
首

長
と
議
事
機
関
で
あ
る
議
会
が
、

時
に
は
対
立
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
性

格
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
良

い
地
域
経
営
の
た
め
に
、
ま
た
、

町
民
の
た
め
に
議
論
を
尽
く
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
域
主
権
改
革
が
進
め
ら
れ

る
中
で
、
国
の
地
方
行
財
政
検

討
会
議
で
は
、
法
の
改
正
も
視

野
に
入
れ
た
二
元
代
表
制
の
見

直
し
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
制
度
の
見
直
し
よ
り

も
、
現
行
の
二
元
代
表
制
の
も

と
で
首
長
と
議
会
が
良
き
緊
張

関
係
を
保
ち
つ
つ
も
議
論
を
尽

く
し
な
が
ら
、
協
力
し
合
い
な

が
ら
町
民
の
方
を
し
っ
か
り
と

見
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
時
期

に
あ
り
ま
す
。

　

学
生
確
保
や
学
校
運
営
は
、

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
や
医

療
行
為
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

中
長
期
的
な
予
測
が
難
し
い
点

も
あ
り
ま
す
が
、
本
校
設
立
当

初
の
目
的
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

教
育
の
質
を
重
視
し
た
公
立
校

と
し
て
存
続
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

Kuriyama Town Assembly

一問一答方式
質問し、これに答弁し、次いで質問、答弁という形式で同一質問者と答弁者の間
で問答を続けることをいいます。逆に、全問について質問し、答弁も質問全問を
一通り回答することを一括方式といいます。解説
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お知らせ
I n f o m a t i o n

自
治
功
労
表
彰

　

橋
場
利
勝
議
長
、
小
寺
進
副

議
長
、
八
木
橋
義
則
議
員
、
本

田
諭
議
員
の
４
名
が
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
自
治
功
労
者
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
町

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
３
月
定

例
会
の
閉
会
後
、
橋
場
利
勝
議

長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
場
に
お
い
て
（
３
／
17)

月　日 会　　　　　　場 参加者数

3 月 28 日
南学田公民館 21
日出生活館 21
松風会館 10

3 月 29 日
町の駅「栗夢プラザ」 36
ときわ町内会館 20
南角田公民館 20

3 月 30 日
旭台生活館 28
南部公民館 26

3 月 31 日
南町内会館 18
朝日町内会館 24

4 月  1 日
鳩山中央公民館 11
角田改善センター 17
合　計 252

　

平
成
17
年
よ
り
始
め
た
議
会

報
告
会
は
本
年
で
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
は
３
月
28
日

か
ら
５
日
間
に
わ
た
っ
て
全
議

員
が
３
班
に
分
か
れ
町
内
12
カ

所
へ
出
向
き
ま
し
た
。

　

１
年
間
議
会
で
決
定
し
た
こ

と
、
地
域
医
療
、
町
税
等
の
未

収
金
、
議
員
定
数
等
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
関
心
の
高
い
も
の
を

優
先
し
て
説
明
し
、
た
く
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
・
要
望
の
う
ち

行
政
に
対
す
る
も
の
は
後
日
、

多くの町民の皆さんにご参加いた
だきありがとうございました。

速
報
！
議
会
報

告
会
終
る

町
長
へ
文
書
を
も
っ
て
回
答
を

要
請
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
報
告
会
の
内
容
を
ま
と
め
た

記
事
は
、
次
号
の
８
月
１
日
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー

の
募
集

正
副
議
長
を
所

信
表
明
で
選
出

町
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

ラ
イ
ブ
中
継

モ
ニ
タ
ー
か
ら
議
会
に
対
し
て

意
見
や
提
言
が
出
さ
れ
る

　

栗
山
町
議
会
で
は
、
議
会
運

営
や
政
務
調
査
費
な
ど
に
つ
い

て
ご
意
見
、
ご
感
想
を
い
た
だ

く
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
23

年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
ま

で
。
応
募
資
格
は
町
内
に
お
住

ま
い
の
18
歳
以
上
の
方
。

【
応
募
方
法
】
住
所
、氏
名
、年
齢
、

連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
議
会

事
務
局
（
裏
表
紙
に
あ
る
あ
て

先
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

可
）
く
わ
し
い
情
報
は
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
10
日
（
火
）
９
時
30
分

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
栗
山
町
議
会

正
副
議
長
を
選
出
す
る
た
め
の

所
信
表
明
を
行
い
ま
す
。
今
後

の
議
会
活
動
の
方
向
性
を
明
確

に
し
、
議
会
の
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

是
非
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
中
継
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
録
画
放
送
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

利
用
下
さ
い
。
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本会議 常任委員会 議会
運営

特別委員会 議会
報告会

一般
会議

会議数計
出席率
（％）

定例会 臨時会 総務
教育

産業
福祉 予算 決算 議会

広報 中長期
出席 欠席

開 催 数 13 7 8 8 14 5 2 12 4 5 12

小 寺  進 13 7 8 5 2 4 5 12 56 0 100.0

蛇谷富士男 13 7 8 5 2 12 4 5 12 68 0 100.0

重 山 雅 世 13 7 8 14 5 2 4 5 12 70 0 100.0

楢 崎 忠 彦 13 7 8 14 5 2 12 4 5 12 82 0 100.0

山 本 修 司 13 7 8 14 5 2 4 5 12 70 0 100.0

置 田 武 司 13 7 8 5 2 11 4 5 12 67 1 98.5

桂　 一 照 13 7 8 4 2 12 4 5 11 66 2 97.1

八木橋義則 13 7 8 14 5 2 4 5 10 68 2 97.1

伊 達 佐 重 13 6 7 14 5 2 4 5 11 67 3 95.7

鵜 川 和 彦 13 6 8 13 5 2 12 4 5 10 78 4 95.1

本 田  諭 12 7 8 5 4 5 12 53 1 98.1

大 平 逸 男 13 7 8 5 2 12 4 5 12 68 0 100.0

橋 場 利 勝 13 7 5 12 37 0 100.0

議員名

会議名

議員の出席状況 平成 22 年 1 月１日～ 12 月 31 日

議会運営：議会運営委員会／予算：平成 22 年度各会計予算審査特別委員会／決算：平成 22 年度各会計決算
審査特別委員会／中長期：中長期財政問題等調査特別委員会

一般会議

議会報告会

※注１正副議長は、議会運営委員会には委員ではなく、オブザーバーとして出席しています。また、議長
　　　はすべての委員会に出席することができます。[ 議長 ] 橋場利勝　[ 副議長 ] 小寺　進
　　２監査委員は上記の会議以外に職務である定期監査等に出席しています。また、決算委員会には委員
　　　ではなく、監査委員として出席しています。[ 監査委員 ] 本田　諭

町民の皆さんの希望により、議会と住民がいつでも意見交換することができる
場です。団体、個人、グループなど柔軟に対応しています。

議会の活動状況を地域に出向いて、町民の皆さんに直接説明し、情報提供に努
めるものです。年に１回以上、町内会、自治会単位、12 会場で開催しています。

解説
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議会の予定

くりやま議会だより　№ 127　

東日本大震災の発生から２ヶ月が経とうとしています。改めて、被災
された皆さまにお見舞い申し上げます。また、犠牲となられた方々

のご冥福をお祈り致します。福島原発事故により、事態の長期化が心配
される中、本町においても個人、各団体から温かい支援が寄せられ、国
内外にもその輪が広がり続けています。栗山町議会議員会からも、日本
赤十字社を通じて義援金 10 万円を贈らせていただきました。自治体の
内発的な力と、住民間、自治体間の広域的な連帯の力との両輪が、いま
ほど必要とされているときはありません。また、コミュニティ・市町村・
広域自治体・政府の連携のとれた役割分担が不可欠であることが突きつ
けられています。地方分権により、自らの地域のことは自らの責任で判
断する。その必要や、有効性はこの事態であるからこそあらためて明確
になったととらえています。
　４月には、４年に１度の統一地方選挙がありました。栗山町議会も新
しいメンバーにチェンジされました。地方分権下の議会が果たすべき役
割は「議会はその持てる権能を十分に駆使して、自治体事務の立案、決定、
執行、評価における論点、争点を広く町民に明らかにする責務を有して
いる。」栗山町議会基本条例の前文にはこう記してあります。

「春の日差しを感じて」
石井　恵子さん（雨煙別）

　私が栗山町民になって 25 年が過ぎます。栗山に来た当初は、
友達や知り合いもいない、全く知らない土地に不安と寂しさで
いっぱいでした。しかし、子どもを通して親しく笑い合える人
も増え、年代を超えてたくさんの人と知り合うことができまし
た。子ども３人のうち２人は成人し、今年高校３年になる息子
が今は家に居ますが来年には就職して家を出て行く予定です。
来年の今頃は、主人の両親と私たち夫婦４人になります。昔を
懐かしく思う事も度々ありますね。
　ところで、春を感じる昼間の日差しが増え、あれだけ降り積
もった雪も、あれよあれよという間に減っていきました。今年
も私の苦手な農作業の時期が始まります。年齢は増えていくば
かりですが、気持ちは昔のまま頑張って行きたいです。
　テレビ番組で栗山のまちの事が流れていたり、栗山の食材を
使ったものを見るとものすごくうれしい気持ちになります。こ
んな私は、もうすっかり「栗山の人」だと思っています。福祉の町、
栗山！私たちの世代にも優しい町であって欲しいです。

議会の予定は変更になる場合があ
ります。議会事務局または議会
ホームページでご確認ください。

５月 10 日（火）

空知町村議会議長会
臨時総会（岩見沢）

13 日（金）

議会臨時会

17 日（火） 全国町村議会議長会
議長研修会（東京）

南空知葬斎組合議会25 日（水）

６月 10 日（金）

　　　　 議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ

議員の活動や町政の方針などをぜ

ひご覧ください。会議当日の受付

で傍聴できます。役場旧庁舎３階

の傍聴席入口までお越しください。

傍聴は

議会に行こう！

６月定例会の開会日

月　　 日～21６

栗山町議会のホームページをリニューアル！ 栗山町議会 検索

議会定例会21 日（火）

北海道町村議会議長
会定期総会
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